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長野市の現状
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２０代の人口流出が著しい



長野市地方創生における重大課題

20代の人口流出 大

解決策：長野県立大

学設立

実際：地域交流少

若者が長野市を知る機

会が無い

愛着を持たずに流出

長野市に貢献したいと

思う若者減少
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このサイクルを断つ
必要がある



アイデアの概要
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若者が長野を知る機会が必要

長野市×農業×学生

•長野県立大学を軸に

•学生に愛着を持ってもらうプログラムが必要

農家民泊プログラム

「農家民泊は若者の地域への
愛着を増やす」

ポテンシャルがある



実現策・解決策（アイデア）の方向性
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長野市の学生が農

業を知る機会がな

い

「地域と密着した

大学」の特徴を生

かせていない

大学の特徴である

一年次全寮制に注

目

農家民泊プログラ

ムを寮に導入



県立大生へアンケートを実施（２１７人から回答）

参加に意欲的
な学生
55.1%
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学生からの需要
がある！



鬼無里モデル
鬼無里に着目して、農家民泊プログラムとして鬼無里モデルを作りました
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鬼無里に着目した理由
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•長野県短期大学 鬼無里地区農家民泊体験

•長野県立大学中澤ゼミ鬼無里体験学習

•以上の鬼無里体験の前例より

•農業民泊実施地区8地区の中から

•鬼無里地区に着目



鬼無里地区関係図
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県立大
中澤教授

加入

http://www.naganoagri.org/yume/

「長野市子ども夢学校
受け入れ協議会」

事
務
局

農業公社
中村様

『鬼無里修学旅
行受け入れ隊実
行委員会』
伊藤様

受け入れ
農家

大日方様

民泊受け入れ団体８つ

宿屋
「燕」
下山哲司

様

受け入れ
農家
戸谷様

鬼無里地区

受け入れ
農家
戸谷様



鬼無里モデルの紹介

10



農家民泊において一番の課題…



目指したい姿

鬼無里地区の受け入れ農家が実際に
直面している課題を解決
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長野県立大学生が農家と小中学生の交流のパイプ役になる

大学生
・長野市の農業
文化体験

・地域の方との交流

小中学生
・プログラムの質
の向上

・ストレス軽減

農家
・負担を軽減
・農家民泊を復活



ある日の体験内容

１日を通して子どもたちと農家民体験

AM 7：30 布団片付け

AM 8：30 朝食

PM 11：00 囲炉裏おやきづくり体験

PM 3：00 野菜収穫体験

PM 5：00 夕食づくり体験

PM 9：00 就寝

農家さんと小中学生の
間に一緒に入ることで
農家さんのサポートに
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農家さんを紹介
してもらう

県立大生

当日までの流れ

農家さんとプログラム
の計画作成&打ち合わせ

『鬼無里修学旅行受け入れ
隊実行委員会』

伊藤さん



当日

学生が楽しみながら
農家さんの負担軽減



参加学生への補助

補助金
（公社）

農家の
手取りから
約1割

＋
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交通費

新鮮な
農産物

学生へプレゼント



鬼無里から長野市全体へ
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鬼無里モデルの将来像
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2～3年後 『鬼無里修学旅行受け
入れ隊実行委員会』

伊藤さん

学生事務局
（私たち）

寮の学生



鬼無里モデルの将来像
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10年後
「長野市子ども夢学
校受け入れ協議会」

（農業公社）

学生事務局
（他大学と連合）

県立大寮生
＋

他大学生

長野市全域に広める！



学生事務局
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学生事務局

信州大学
教育学部

信州大学
工学部

長野県立大学

農家民泊の
受け入れ窓口

農家民泊を
希望する大学生

各大学・キャンパスの代表者で
学生事務局を構成



農家民泊の可能性
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教育旅行生
のみ受け入
れ

課題
・受け入れの負担

・個人裁量がない

『簡易宿所』
認可を取得

現在

教育旅行生

一般の
旅行者

外国人
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事
業
展
開

グリーン
ツーリズ

ム

成功事例：民宿『燕』さん

農業の枠を超えたさらなる展開が可能

未来

鬼無里モデル
が広がり

農家民泊が盛
んに！



県立大学生が卒業後も長野に愛着を持ち、
長野を応援してくれる人材になっている

4年長野にいても長野への愛着がない
学生が多い

課
題

本提案

農家民宿を通じて、日本の農業の豊かさが
世界に認識されている

農家民宿事業の継続が困難になっている

課
題将来展開

学生が農家民宿支援を通じて、
長野の農家の豊かな生活を経験する

修学旅行だけでなく、
個人客の受け入れを行なう

高齢化への対応

グリーンツーリズム化
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目的

現状

全体像
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長野市農家民泊の現状と将来

お泊り緊張しちゃう…

若者が出て行ってし
まって画期のない地区
になってしまったなぁ

…

子ども達のごはん、布団
の準備が大変で民泊受入
れたくないのよ…

大学生が来てくれた
から負担が減って楽

になったわ。

お兄ちゃん、お
姉ちゃんと遊ぶ
の楽しい！

日本の民家に宿
泊して農業を体
験できるなんて

素敵！

地域活性化のため
に何かできること
はないかな。

長野の大学に来
てよかった。
もっと長野を知
りたいな。

若者や観光客が
来てくれるか
ら、何か店でも
始めようかね。



当てはまるSDGs項目

農業の豊かさを伝える持続可能な観光地づくり
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• 農泊を中心とした都市と農山漁村の共生・対流：農林水産省 (maff.go.jp)
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http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
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2～3年 in 鬼無里 10年後 in 長野市

地域の目標 廃れている農家民泊を復活させる 農家民泊がグリーンツーリズムと
して発展

学生の交通費 補助金（農業公社or長野市） 収益

ターゲット 修学旅行者（小・中・高生） 修学旅行生・観光客（一般・外国
人）

受け入れ組織 『鬼無里修学旅行受け入れ隊実行
委員会』伊藤さん

「長野市子ども夢学校受け入れ協
議会」（農業公社）

県大生（卒業生） 農泊体験者&パイプ役 愛着を持っている
（➡ビジネスしていく経営者）

学生と受け入れ組織の仲介 学生事務局（私たち） 学生事務局（大学連合組織）
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